
 

 

 

 

 

安
倍
首
相
は
や
っ
ぱ
り
増
税
総
理
で
し
た
。
消
費
税
を
来
年

4
月
か
ら
8
％
に
引
き
上
げ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
経
済
の
減

速
が
心
配
だ
と
5
兆
円
の
経
済
対
策
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

消
費
税
を
増
税
す
る
と
経
済
が
低
迷
す
る
と
の
私
た
ち
の
主

張
を
認
め
た
も
の
で
す
。
経
済
状
況
が
心
配
な
ら
ば
増
税
を
中

止
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
安
倍
首
相
が
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
国
民
の
生
活
で
す
。
勤
労
者
の
所
得
は
減
少
し
て
お

り
、
格
差
と
貧
困
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
国
民
生
活
こ
そ
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

経
済
対
策
の
中
身
も
問
題
で
す
。
設
備
投
資
減
税
、
復
興
法

人
税
の
廃
止
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
、
大
企
業
や
資
産
家
が

優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
と
言

い
な
が
ら
、
消
費
税
は
別
の
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
さ
に

弱
者
か
ら
税
金
を
集
め
て
、
強
者
に
回
す
も
の
で
す
。
政
治
が

完
全
に
逆
立
ち
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
問
題
な
の
は
、
年
金

も
、
医
療
も
、
介
護
も
、
子
育
て
も
、
社
会
保
障
の
全
て
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
は
国
民
を
騙
す
も
の
で
す
。 

こ
れ
で
安
倍
内
閣
の
正
体
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
も
な

く
臨
時
国
会
も
始
ま
り
ま
す
。
増
税
中
止
の
運
動
を
続
け
ま
し

ょ
う
。
国
民
不
在
の
政
治
勢
力
を
退
場
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 皆
さ
ん
の
大
切
な
声
を
届
け
て
き
ま
し
た 

 

9
月
27
日
は
朝
か
ら
秋
晴
れ
の
快
晴
で
し
た
。
「
消
費
税

増
税
ス
ト
ッ
プ
国
民
集
会
」
が
東
京
の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
5
千
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が

集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
北
海
道
や
東
北
か
ら
の
参
加
者
が

沢
山
目
立
ち
ま
し
た
。
署
名
は
全
部
で
55
万
筆
、
壇
上
に
高

く
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
は
１
５
０
名
が
参
加
。

吹
田
民
商
か
ら
は
、
野
口
さ
ん
（
吹
南
支
部
）
、
後
藤
さ
ん
（
山

田
支
部
）
、
布
施
局
員
、
山
崎
局
員
の
4
名
が
参
加
し
て
、

消
費
税
署
名
６
０
０
０
筆
、
憲
法
や
原
発
署
名
な
ど
、
こ
の
間

み
ん
な
で
集
め
た
総
計
1
万
1
千
筆
を
超
え
る
署
名
を
無
事

届
け
ま
し
た
。
こ
の
集

会
成
功
の
た
め
に
集

め
ら
れ
た
募
金
は
16

万
３
０
０
円
で
す
。

4
名
の
交
通
費
や
学

習
会
の
会
場
費
、
宣
伝

行
動
費
や
印
刷
費
な

ど
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
安
倍
首
相
は

増
税
を
表
明
し
ま
し

た
が
大
多
数
の
国
民

は
納
得
し
て
い
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
増
税

反
対
の
運
動
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
裏
面
に
感
想
） 

44
団
体
賛
同
の
「意
見
書
」を 16

‐
18
で
否
決 

自
民
、
公
明
、
民
主 

吹
田
で
も
住
民
の
声
聞
か
ず 

吹
田
市
議
会
9
月
定
例
会
は
、「
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

4
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
は
中
止
し
、
再
検
討
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）
」
を
16
対
18
の
僅
差
で
否
決
し
ま
し
た
。 

民
商
は
8
月
28
日
、
吹
田
市
内
の
業
者
団
体
と
住
民
団
体

に
向
け
て
「
意
見
書
」
採
択
の
陳
情
の
賛
同
を
求
め
る
申
し
入

れ
を
発
送
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
の
支
部
が
9
月
9
日
ま

で
に
一
斉
に
全
て
の
業
者
団
体
を
訪
問
し
て
直
接
賛
同
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
消
費
税
廃
止
吹
田
連
絡
会
に
参

加
す
る
新
婦
人
の
会
や
相
川
診
療
所
な
ど
が
住
民
団
体
の
直

接
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
短
期
間
に
44
団
体

か
ら
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
団
体
か

ら
、
こ
れ
ほ
ど
短
期
間
に
賛
同
署
名
を
い
た
だ
い
た
の
は
近
年

に
な
い
こ
と
で
す
。
11
日
に
市
議
会
に
提
出
し
、
12
日
朝
に

は
、
民
商
常
任
理
事
の
村
口
始
議
員
の
協
力
で
市
議
会
10
会

派
す
べ
て
に
賛
同
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

吹
田
市
議
会
の
多
く
の
会
派
は
消
費
税
の
増
税
に
賛
成
さ

れ
て
い
る
議
員
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
「
今

で
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
私
た
ち
の
声
を
受
け
止
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
と
二
人
で
し
た
。
本
当
に
残
念
で
す
。
意
見
書

採
択
に
反
対
し
た
の
は
、
自
民
、
公
明
、
民
主
と
吹
田
い
き
い

き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
た
。 

 賛
成
い
た
だ
い
た
会
派
・議
員
の
方
々
（敬
称
略
・順
不
同
） 

日
本
共
産
党 

吹
田
市
議
会
議
員
団
（
8
人
） 

村
口 

始
・
竹
村 

博
之
・
倉
沢 

恵
・
塩
見 

み
ゆ
き 

柿
原 

真
生
・
玉
井 

美
樹
子
・
上
垣 

優
子
・
山
根 

建
人 

 

吹
田
新
選
会
（
3
人
） 

足
立 

将
一
・
山
口 

克
也
・
後
藤 

恭
平  

 

す
い
た
市
民
自
治
（
2
人
）
池
渕 

佐
知
子
・
西
川 

厳
穂 

み
ん
な
の
党
吹
田
（
1
人
）
榎
内 

智 

す
い
た
市
民
ク
ラ
ブ
（
1
人
）
梶
川 

文
代 

無
所
属
ク
ラ
ブ
（
1
人
）
生
野 

秀
昭 

 

反
対
の
会
派
・議
員
の
方
々
（敬
称
略
・順
不
同
） 

公
明
党 

吹
田
市
議
会
議
員
団
（
7
人
） 

矢
野 

伸
一
郎
・
井
上 

真
佐
美
・
野
田 

泰
弘 

吉
瀬 

武
司
・
小
北 

一
美
・
坂
口 

妙
子
・
島 

晃 
 

民
主
市
民
連
合 

吹
田
市
議
会
議
員
団
（
6
人
） 

澤
田 

雅
之
・
川
本 

均
・
竹
内 

忍
一
・
木
村 

裕 

和
田 

学
・
山
本 

力 
 

自
由
民
主
党
絆
の
会
（
4
人
） 

柿
花 

道
明
・
橋
本 

浩
・
藤
木 

栄
亮
・
奥
谷 

正
実 

（
豊
田 

稔 

議
長
は
議
決
に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
） 

 

吹
田
い
き
い
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
1
人
） 

中
本 

美
智
子 


